
【構想の概要】

宮崎県立宮崎大宮高等学校

「オールみやざき」でグローバル・リーダーを
育成する教育プログラムの研究開発

本研究ではグローバル・リーダーとして「身につけさせたい資質・能力」を①「グローバルな社会課題に対す
る問題意識」、②「国際社会で通用する汎用的能力」、③「グローバルな社会課題を解決するための行動力・実践
力」の３つに分類し、その育成のための研究開発を行う。なお、この「資質・能力」は、それぞれ独立して育成
されるものではなく、有機的に関連させることで相乗効果が生まれると考える。また、ここでの「グローバルな
社会課題」とは、宮崎県にある国際的に関心の高い社会課題のことで、本研究開発によって、身近な地域の課題
をグローバルな視点で検討し、その解決のために具体的な提案をして、実行できる人材の育成を目指す。
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際社会で通用する汎用的能力」、③「グローバルな社会課題を解決するための行動力・実践力」の３つに分類し、その育成の
ための研究開発を行う。なお、この「資質・能力」は、それぞれ独立して育成されるものではなく、有機的に関連させることで相乗
効果が生まれると考える。また、ここでの「グローバルな社会課題」とは、宮崎県にある国際的に関心の高い社会課題のことで、
本研究開発によって、身近な地域の課題をグローバルな視点で検討し、その解決のために具体的な提案をして、実行できる人
材の育成を目指す。 

■対象生徒：文科■対象生徒：文科情報科1～3年 6クラス(240名) / 28クラス(1120名)中 



高大連携・他教科連携の課題研究

宮崎大学との高大連携協定にもとづき、本校の課
題研究は，生徒グループ（6 ～ 7 名× 13 グループ）
の研究テーマに応じて，担当の大学の先生が設定さ
れ、助言をいただくことができるようになっている。

あくまでも助言である指導をするのは、本校の高
校教員である。SGH 指定前は教科ごとのゼミナー
ル方式であったが、指定後は職員も協力しあえる合
教科の体制をとっている。

多面的評価－参加者も評価者に－

研究成果を ２ 年
次 1 月の「ＳＧＨ
生徒探究発表会に
おいて発表し，さ
らには、年次 6 月
には、県内 SGH 校・SSH 校で「3 校合同ポスター
セッション」において英語で発信する。

この際に、宮崎大学との協働で開発したポスター
セッションの専門家による評価と、参加者による投
票形式の評価を行うことによって、多面的に生徒の
評価を行うことができるようになった。

地域の魅力を素材にイノベーションの方法
を学ぶ
一般社団法人 i.school と連携し、「ＴＩＳＰ（イ

ノベーション・サマープログラム）」を実施してい
る。イノベーションの方法論を学んだ国内外の学生
が高校生をファシリテートする ４ 泊 5 日のワーク
ショップである。宮崎の企業を訪問しインタビュー
で情報を収集し、これをもとにアイディアを創出し
ていく。期間中すべて英語でディスカッションを行
う。現在県内の高校にも普及し、3 校合同で実施し
ている。

現地校・機関と緊密に連携した海外研修

台湾は姉妹校の高雄高級中學、ベトナムはカオバ
クワット高校・グエンタッタン高校、シンガポール
はジュロン ･ パイオニア ･ ジュニア ･ カレｯジ、シ
ンガポール国立大学の海外高大連携、クレアシンガ
ポールなど海外機関との連携のもと海外研修を実施
している。課題研究にもとづいたテーマ設定を行い、
現地校で研究計画のプレゼンを行って、ディスカｯ

ションを行い、現地高校・大学生と協働で調査を行
い、プレゼンを作成し、発表を行う。

航空券とホテル等を業者、内容はすべて現地校と
本校職員が海外研修を設計している。

指定学科の中でも海外研修の経験者と非経験者で
は英語活用能力においても伸びに差が見られる（表
1）。また、プログラムの性質の異なる研修先別でも
異なる（表 ２）。これは、海外研修を実施して毎年
同様の結果が得られている。

海外連携校と科学を通した国内交流

台湾・ベトナム・シンガポール ４ 校の連携校の先
生・生徒が本校に来校し、①課題研究のプレゼン
テーション・ディスカｯション、② 5 校合同のフィー
ルドワーク・科学実験教室を宮崎大学と連携し実施
している。

英語 ４技能に見られる生徒の違い

開発研究の過程で、英語活用の機会を得た生徒は、
6 ヶ月後に顕著な変化があることが明らかとなって
いる。また、活用の機会が多い SGH 対象生徒と乏
しい非対象生徒では明らかな差がある（表 3）。活
用の機会を得ることは ４ 技能向上には有用な視点で
ある。
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プである。宮崎の企業を訪問しインタビューで情報

を収集し、これをもとにアイディアを創出していく。

期間中すべて英語でディスカッションを行う。現在

県内の高校にも普及し、３校合同で実施している。 

現地校・機関と緊密に連携した海外研修 

台湾は姉妹校の高雄高級中學、ベトナムはカオバ

クワット高校・グエンタッタン高校、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙはｼﾞｭ

ﾛﾝ･ﾊﾟｲｵﾆｱ･ｼﾞｭﾆｱ･ｶﾚｯｼﾞ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ国立大学の海外高

大連携、クレアシンガポールなど海外機関との連携

のもと海外研修を実施している。課題研究にもとづ
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なる（表２）。これは、海外研修を実施して毎年同様
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表１ 海外研修経験者と非経験者（共に SGH対象生徒）の４技

能の平均点推移(2018年度 6月-12月) 

学科 月 R L W S Total 

海外研修 
経験者 

6月 235 243 243 235 956 
12月 224 251 247 275 997 

海外研修非
経験者 

6月 209 220 237 224 890 
12月 205 218 236 260 919 

表２ 海外研修先別の（すべて SGH対象生徒）４技能の平均点

推移(2018年度 6月-12月) 
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台湾 
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海外連携校と科学を通した国内交流 
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験教室を宮崎大学と連携し実施している。 
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Ａ１ 0% 0% 6% 7% 
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ベーション・サマープログラム）」を実施している。

イノベーションの方法論を学んだ国内外の学生が高

校生をファシリテートする４泊５日のワークショッ

プである。宮崎の企業を訪問しインタビューで情報

を収集し、これをもとにアイディアを創出していく。

期間中すべて英語でディスカッションを行う。現在

県内の高校にも普及し、３校合同で実施している。 

現地校・機関と緊密に連携した海外研修 

台湾は姉妹校の高雄高級中學、ベトナムはカオバ

クワット高校・グエンタッタン高校、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙはｼﾞｭ

ﾛﾝ･ﾊﾟｲｵﾆｱ･ｼﾞｭﾆｱ･ｶﾚｯｼﾞ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ国立大学の海外高

大連携、クレアシンガポールなど海外機関との連携

のもと海外研修を実施している。課題研究にもとづ

いたテーマ設定を行い、現地校で研究計画のプレゼ

ンを行って、ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行い、現地高校・大学生と

協働で調査を行い、プレゼンを作成し、発表を行う。 

航空券とホテル等を業者、内容はすべて現地校と

本校職員が海外研修を設計している。 

指定学科の中でも海外研修の経験者と非経験者で

は英語活用能力においても伸びに差が見られる。(表

１)また、プログラムの性質の異なる研修先別でも異

なる（表２）。これは、海外研修を実施して毎年同様

の結果が得られている。 

表１ 海外研修経験者と非経験者（共に SGH対象生徒）の４技

能の平均点推移(2018年度 6月-12月) 

学科 月 R L W S Total 

海外研修 
経験者 

6月 235 243 243 235 956 
12月 224 251 247 275 997 

海外研修非
経験者 

6月 209 220 237 224 890 
12月 205 218 236 260 919 

表２ 海外研修先別の（すべて SGH対象生徒）４技能の平均点

推移(2018年度 6月-12月) 

学科 月 R L W S Total 

台湾 
6月 225 251 247 229 952 

12月 207 244 244 268 963 

ベトナム 
6月 240 243 246 241 971 

12月 232 258 244 272 1006 

シンガ 

ポール 

6月 241 241 237 237 955 

12月 233 252 253 285 1022 

海外連携校と科学を通した国内交流 

 台湾・ベトナム・シンガポール 4 校の連携校の先

生・生徒が本校に来校し、①課題研究のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ、②５校合同のフィールドワーク・科学実

験教室を宮崎大学と連携し実施している。 

英語４技能に見られる生徒の違い 

開発研究の過程で、英語活用の機会を得た生徒は、

6 ヶ月後に顕著な変化があることが明らかとなって

いる。また、活用の機会が多い SGH対象生徒と乏しい

非対象生徒では明らかな差がある。（表 3）活用の機

会を得ることは４技能向上には有用な視点である。 

表３ 2018年度 ３年生・SGH対象生徒GTEC34回結果 
 SGH対象生徒 SGH非対象生徒 

CEFR 

LEVEL 
Reading Listening Reading Listening 

Ｂ２ 23% 24% 1% 3% 

Ｂ１ 65% 68% 29% 30% 

Ａ２ 12% 8% 65% 60% 

Ａ１ 0% 0% 6% 7% 

 




